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研究成果の概要（和文）：　本研究は、先行研究では別々に研究されてきたフォーマルな決済システムとインフ
ォーマルな決済システムについて、世界市場が一体性を強める過程で相互に関係性を強め、一つの「纏まり」を
形成していった事象を実証的に明らかにした。そのプロセスは、各々の地域における独自の様々な商慣習に基づ
いて規定されるものであり、インフォーマルな決済システムもフォーマルな決済システムも自らのかたちを「再
編」させ、ひとつの「纏まり」を有する重層的決済システムを構築させていくことで成し遂げられていった。中
央銀行制度もまた重層的決済システムの一つであり、先行研究が考察する中央銀行制度の役割について修正を迫
ることに成功した。

研究成果の概要（英文）：This project empirically clarifies how formal and informal payment systems, 
which have been studied separately in previous studies, have strengthened their connections with 
each other and was integrated in the process of strengthening the unity of the global market. The 
processes were defined by the various business practices and traditional cultures to each region, 
and was achieved by both informal and formal payment systems 'reorganising' themselves to create a 
multiplex paymeny system with close connections, and the central banking system was also one of the 
most important functions of multiplex paymeny systems. This project also succeeded in forcing a 
revision of the contribution of the central banking system to the development of payment systems all
 over the world as considered by previous studies. 

研究分野： 経済史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の目的は、各地域において長年培われてきた商慣習に基づいて成立していたインフォーマルな決済シス
テムの役割と中央銀行制度の関係性を明らかにするとともに、先行研究において中央銀行制度の導入により近代
銀行業をはじめとするフォーマルな決済システムが成立し、非効率なインフォーマルな決済システムが駆逐され
たとする議論を修正することであった。実際に世界各地で中央銀行制度の導入後もインフォーマルな決済システ
ムが残存して現地経済で大きな役割を担い続けていた事例は数多く見られており、先行研究は決済システムに関
する中央銀行制度の役割を過大に評価していたと言える。その点を本プロジェクトは実証的に修正した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

19世紀中葉から 20世紀初頭、両大戦間期から 20世紀中葉の時期において、アジアやアフリ
カでは中央銀行制度を中心とした近代的な銀行業が設立され、同時に近代的な決済システムが
導入された。しかし、現地経済においては、数世紀にわたって培われてきた商慣習あるいは文化
に根差したインフォーマルな決済システムが引き続き機能しており、近代的な決済システムの
様なフォーマルな決済システムが導入された後でも駆逐されず、現地経済の主要な決済を担い
続けていた。換言すれば、これらインフォーマルな決済システムとフォーマルな決済システムは、
共存しつつ棲み分けながら重層的な構造を構築して一つの「纏まり」となり、地域経済における
決済の円滑化と効率化に一定の役割を担い続けていた。こうした研究視座は先行研究では見出
されず、特にフォーマルな決済システムの中心的な役割と捉えられる中央銀行制度に焦点を当
て、インフォーマルな決済システムとフォーマルな決済システムがどのような重層的な構造を
構築するプロセスを辿ったのか、中央銀行制度が現地経済の状況に自らのかたちをどのように
「再編」する選択を行なっていたのか、十分に明らかにされてこなかった。 
無論、これまでの研究において、重層的決済システムが具体的にどのように機能して現地経済
の様々な取引の円滑化あるいは効率化に貢献する事が出来たのか、各々の事例研究の中で間接
的に言及されてはいる。しかしながら、未だ明確なかたちで分析された研究は見出せておらず、
この分野において残された大きな課題であった。重層的な決済システムが構築され、それが現地
経済の活動の効率化に貢献していたことはある程度は確認出来ていたものの、実際に人々の間
で行われた決済のレベルまでどのように関連していたのか十分に分析されていなかった。その
中でも特にインフォーマルな決済システムにおける手形取引をはじめとする信用取引の研究は、
貨幣や紙幣といった実際の交換手段の研究蓄積と比較して遅々として進んでいなかった。それ
はアジアやアフリカにおける事例研究だけでなく、日本やイングランドにおいても同様と言え
る。具体的に各々の現地経済の商慣習や文化に根差したかたちで発展してきた手形取引あるい
はそれに類する信用取引がどのように運用されていたのか、またそれらの使用拡大が現地経済
の取引の効率化にどのような貢献をしていたのか、これまでの研究において十分に明らかにさ
れているとは言えない。各地域で形成された重層的決済システムにおいて、フォーマルな信用取
引とインフォーマルな信用取引がどのように相互補完性を形成していったのか、実際に人々は
どのように手形やそれに類した信用取引を行なっていたのか、世界各地の事例研究を踏まえつ
つ明らかにする必要がある。また最近の経済社会における長期的発展の研究において、地域間の
共通性や差異性を緻密に検出する等値的比較の方法が、経済社会の変化の理由としてだけでは
なく、既存の条件が変化しない理由の考察にも有効であることが示されており、こうした知見に
基づき、この科研ではアジア(日本、朝鮮半島、インド、インドネシア)、ヨーロッパ(イングラン
ド、オランダ)、アフリカ(セネガル)を等値的に比較して、各国・各地域において手形取引やそれ
に類する信用取引が重層的決済システムの中でどのように機能し、どのようなかたちで現地経
済の発展に貢献したのか、実証的に明らかにしようと試みた。これらの知見により、従来の銀行
史研究あるいは金融史研究の修正を試みようと考えた。 
 
２．研究の目的 
この研究で取り組んだ内容の学術的独自性を挙げるとすれば、まず第 1 にこれまで銀行史研
究や金融史研究において、中心的なトピックとして取り上げられてこなかったインフォーマル
な決済システムにおける手形取引あるいは手形に類する信用取引のかたちに着目した事にある。
このプロジェクトで取り上げたインフォーマルな決済システムと中央銀行制度をはじめとする
銀行制度を中心としたフォーマルな決済システムはいずれも各々の現地経済の商慣習や文化に
適応させて自らのかたちを「再編」させ、さらに相互の補完性を強める事により重層的決済シス
テムを成立させていった。この点は先行研究からも間違いない。その成立のプロセスの中、イン
フォーマルな決済システムとフォーマルな決済システムのいずれにおいても手形取引あるいは
それに類する信用取引の利便性は高まり、その結果として、現地経済のローカルあるいはリージ
ョナルな日々の経済活動の円滑化が促されたことは明らかである。こうした手形取引あるいは
それに類する信用取引の「再編」は、19 世紀中葉以降の世界経済が一体性を増していく時期に
おいて、対外貿易をはじめとする様々な遠隔地取引も活発化させる事にも貢献した。換言すれば、
この時期に急速に世界規模で物流が拡大出来た背景として、輸送通信技術の進歩だけでなく、各
地で重層的決済システムが果たした役割も大変大きく、手形取引やそれに類する信用取引が各
地域において相互補完的に一体性を有する「纏まり」を形成する事が出来てはじめて、それまで
隔絶されていた各地域の市場が活発な財貨の交換を伴うかたちで世界市場の急速な統合を可能
にしたと言える。しかし、このようなインフォーマルな決済システムとフォーマルな決済システ
ムの「再編」とそれに伴う重層的決済システムの確立については、様々な先行研究で間接的に重
要性が指摘されているものの、真正面から取り組まれてこなかった。本プロジェクトは、これら
の先行研究が分析していない論点を、各地の事例研究を実証的に明らかにするものである。 
第 2の本研究の独自性は、イングランドをはじめとする金融組織が高度に発達した市場の中で



醸成された手形取引あるいはそれに類する信用取引のかたちこそが様々な決済に伴う取引コス
トの低減に最も貢献するものであり、19 世紀中葉以降の輸送通信技術が急速に発展していった
中、そのような手形取引あるいはそれに類する信用取引が世界各地に浸透した事が世界市場の
一体化や世界貿易の拡大に貢献したと指摘する先行研究の議論に修正を迫る事にあった。こう
した先行研究の背景には、これらの研究の多くがイングランドをはじめとするヨーロッパで発
達したフォーマルな決済制度における手形取引あるいはそれに類する信用取引の役割にのみ着
目していた事があり、アジアやアフリカにおける現地経済の商慣習や文化に根ざして発達して
きた手形取引やそれに類する信用取引を研究対象として取り上げてこなかった事が大きな要因
であった。そのため本研究では地域研究の成果についても積極的にコミットし、幅広く他分野の
研究を包摂して研究する。 
第 3 の本研究の独自性は、近年多くの優れた研究成果を蓄積しているグローバル比較経済史
の方法論を本研究に取り込む事により、これまでの金融史あるいは銀行史の先行研究では見出
されていない新たな知見を見出す事にあった。グローバル比較経済史においても金融史あるい
は銀行史に関する研究は少ない事から、本研究で取り組むアジア、アフリカ、ヨーロッパ、日本
の事例研究の分析は、グローバル比較経済史研究にも貢献するものと考えた。特に手形取引やそ
れに類する信用取引といった分野については十分な研究成果がグローバル比較経済史研究では
出されているとは言えず、その点からも本研究で各地域の事例研究を可能な限り一次資料を駆
使して実証的に明らかにする事の学術的意義は大きいと考えた。 

 
３．研究の方法 
実証研究の基礎となる各地域における商慣習や文化に基づいて発展してきた手形取引やそれ
に類似する信用取引に関する事例研究とそれらが重層的決済システムの中でどのように機能し
ていたのかについては以下のように役割分担して取り組んだ。 
研究代表者・研究分担者 
・ 西村：プロジェクト全体の総括。両大戦間期のインドにおけるフンディをはじめとする在来
の信用取引とインド帝国銀行をはじめとする銀行組織の関係性について、ならびに重層的決
済システムの観点からの実証分析。 

・ 石川：植民地期前後の朝鮮半島における在来金融と銀行制度の関係性に関する実証分析。 
・ 正木：20 世紀初頭のセネガルにおける在来信用取引の発達とそれにコミットするセネガル
銀行をはじめとする近代銀行業の関係性についての実証分析。 

・ 加藤：主に近代移行期における関西の醸造業者が行なっていた信用取引を事例とし、それら
信用取引が近代銀行業の設立以降にどのような変容を遂げたのかについて重層的決済シス
テムが成立するプロセスについての実証分析。 

・ 鎮目：近代日本の発展過程における日本銀行の重層的決済システムに対するコミットに関す
る実証研究。 

・ 杉原：グローバル・ヒストリーにおける手形取引をはじめとする信用取引の研究成果の位置
付け。アジア・アフリカの事例研究の国際的位置付け。 

研究協力者 
・ 岩橋勝(松山大学)：近代移行期の西日本における信用取引の発達に関する実証分析。 
・ 石津美奈(London School of Economic and Political Science)：主に 18世紀のイングラン
ド南西部における手形取引をはじめとする信用取引の発達過程に関する実証分析。 

・ Christiaan van Bochove (Utrecht University) ：近世オランダにおける信用取引の発達と
アムステルダム為替銀行の関係性に関する実証分析。 

・ Pat Hudson (Cardiff university)：産業革命期のイングランド北西部における手形取引を
はじめとする信用取引の発達過程に関する実証研究。 

・ 大石田真弥(東京大学大学院)：両大戦間期の中国における信用制度の成立過程と現地経済の
関係性に関する実証分析。 

・ Alberto Feenstra (Leiden University)：18世紀のインドネシアにおいてオランダ東イン
ド会社を中心に行われていた信用取引に関する実証分析。 

上記の研究課題に研究代表者・研究分担者・研究協力者が各々で取り組み、可能な限り一次資
料を駆使して実証的に検討した。具体的な活動としては可能な限り頻繁に研究会を組織し、でき
れば国際経済史会議や社会経済史学会の全国大会でパネルでの報告を行った。プロジェクト終
了後に速やかに研究成果を査読付き雑誌への投稿を各自で積極的に行う予定である。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトの期間は、当初から新型コロナの影響を強く受けており、研究分担者と研究協
力者のいずれも一次資料の収集に苦慮するものとなった。しかしながら、これまで収集してきた
一次資料を新たに分析し直す等、本プロジェクトの発展に資する研究を遅々とした歩みの中で
も進めた。 
(1) 第 19 回 国際経済史会議への参加 

2022 年 7 月 25 日から 29 日にパリで開催された国際経済史会議に参加した。研究分担者で
は石川が参加出来なかったが、他の研究分担者と海外の研究協力者でセッションを組織し、
Mark Metzler 氏をはじめ金融史の専門家をコメンテーターに御招きして活発な議論を行な



った。セッションの組織者でもあった西村はオンラインの参加となったが、対面参加の議論
は大変有意義なものとなった。特に金融史分野の研究者からは、これまでの先行研究のどの
ような点について再修正を迫っているのか等、根本的な疑問が投げかけられる事があり、参
加者にとって自らの問題関心の脆弱性を確認する貴重な機会となった。しかしながら、イン
フォーマルな決済システムと中央銀行制度をはじめとするフォーマルな決済システムが相
互の関係性を緊密化していく中で現地経済の実相に合わせるかたちで自らのかたちを「再編」
し、その結果として構築されていった重層的決済システムが 19 世紀以降の世界経済の急速
な統合化の中で大きな役割を果たしていたとする私どもの指摘については、参加者の多くに
意義を認めて頂けた。 

(2) 重層的決済システムの研究を進めていく中において、インドやセネガルの事例研究において、
植民地支配との兼ね合いをどのように考えるか、日本やイングランドとは異なる問題点が析
出された。インドの場合、植民地支配の中においても、インフォーマルな決済システムは強
く残存しており、現地経済において大きな役割を担い続けていたが、セネガルの場合、植民
地支配に伴う決済システムの「再編」はそれ以前と比較して大変大きな変化を伴うものであ
った。こうしたアジアやアフリカにおける地域ごとの事例を考察する中で、植民地支配の影
響も重要な考察するべき論点として見出すことが出来た。この点については研究分担者の正
木がプロジェクト終了後も引き続き取り組んでおり、研究代表者の西村もインドにおける両
大戦間期の中央銀行制度の成立過程におけるインフォーマルな決済システムの変容過程に
ついて、プロジェクト終了後に引き続き取り組む予定にしている。 

(3) インドネシアに関しては、主にオランダ東インド会社の一次資料を用いて研究を進めてきた。
そのため 19 世紀中葉以降の研究とは単純に比較は難しかったが、オランダの植民地支配と
現地経済の関係性について決済の観点から新たな知見が得られた。この研究成果は近いうち
に英語論文として刊行される予定である。 

(4) イングランドに関しては、これまでの地方の金融機関とイングランド銀行の関係性に着目し
て議論されることが多かったが、このプロジェクトでは地方銀行の一次資料をより丹念に調
べることにより、イングランド銀行が中央銀行の役割を担うかたちで決済システムの統合が
進められたとする先行研究にある程度の再修正を迫ることに成功した。つまり地方銀行にお
いても現地経済の地域性や商慣習に合わせて自らの決済システムを「再編」することは行わ
れており、それが必ずしもイングランド銀行やロンドンの金融機関との関係性にリンクする
ものではなかった。先行研究の多くで高度に発達した金融組織として取り上げられるイング
ランドにおいても地域の決済の特徴に合致させるかたちでシステムの「再編」が見出された
ことは、本プロジェクトが提案する重層的決済システムがアジアやアフリカといった地域だ
けでなく世界の多くの地域で導入できる分析視座であると考えることが出来る。 

(5) オランダに関しては、時代的には主に近世を取り上げており、他の研究が主に近代を取り上
げていた関係上、単純な比較は出来なかったが、オランダのアムステルダム為替銀行の事例
は、近代の中央銀行制度の萌芽の事例として認識されている関係上、他の研究にも大変有意
義な示唆を与えてくれた。特にアムステルダム為替銀行がどのように現地の商人と関係性を
築いていったのかについては、他の地域の商人と金融組織の関係性を考える上で比較する軸
となったと言える。先行研究でも雑駁には理解出来ていたオランダの決済システムであるが、
本研究においてより実証性を高めることに成功したと言える。 

(6) 日本に関しては、近世から近代への移行期における決済システムの「再編」過程が主であっ
た。江戸期の加賀藩の参勤交代等の様々な出費の事例や江戸末期の関西における私札の流通
等、多くの一次資料から貴重な事例を抽出して分析した。先行研究においては、近世から近
代へ移行期における両替商と近代銀行への転換について議論することが多いが、実際の商取
引における決済のかたちはどのようなものであったか、今もまだ事例研究を積み重ねている
最中である。今後、本プロジェクトでの成果は、日本語あるいは英語のかたちで論文として
発表されていく予定である。 
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